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あとがき　みたく

 
五行歌を始めて、８年近くたちました。

 
 
処民さんの掲示板からそろそろと始め、

草壁先生に会い講義を受け（途中、癌でやめちゃうのですが…）
もの凄く飽きっぽい私が、ネットや本誌、歌会を通じて、

なんとなく続けてこれたのは誰かに伝えたかったから…
それは不特定多数の誰かではなくて

その日その時に対峙していた　彼だったり、兄弟だったり、友だったり…特定の人ばかり
 
おしゃべりが不得意で活字ばかりが友達だった私に

そのときの思いを伝えるツールとして、五行歌との出逢いがありました。

ですから、今回、２００４年の癌以外の歌を纏めながら読み返し

これはあの人への！

これは彼への！

それはあいつへの！

というカタチで

頁分けすることを試みてみました。

 
私の歌は、泡のように誰にでも読めて、

でも私だけしかわからない言葉で詠むことが多いようです。

それは伝えたい人が特定されていて、その人だけ伝わってほしいからです。

他の人に伝わらなくとも、たった一人に伝えたい！

それがいつも私の五行歌の根底にあります。

沢山の詩歌の中で、何故か五行歌でなければ伝えられなかった思いがあります。

それは私の心の軌跡であり、生きてきた証であり、足跡です。

 
 
何度も何度もやめようと思う度に、そのやめようという思いすら五行になってしまうくらい…
五行歌という出逢いに感謝しております。

 
 
 
 



 
いつも支えてくれる彼。

そしてきっかけをくださった処民さま。

創始者の草壁先生。

なかなか顔を出せないのに、いつも笑顔で迎えてくれる歌会の皆さま。

こういう発表の機会を教えてくれた井椎しづくさん。

いつも励まし後押ししてくれる　伊東柚月さん、金沢詩乃さん。

そしてネットでの歌友の皆さま…
全ての皆さまに感謝をささげ、幸せを頂くばかりで、なかなか返せない分の感謝もこめて

この歌集を纏めました。

いつもありがとうございます。

 
 
まだまだ、ゆるく、毎年毎に詠んだ歌をまとめていきたいと思います。

私の歌の何かが

読んでくださったあなたの心の端にひっかかれば、

それはそれはとても嬉しく幸せ♪で月まで飛んで行ってしまうかもしれません…
そして、それらがまた、私の中で五行歌になっていきます。

 
 
つぶやきであり、日常でもある、私の五行歌を読んでいただき、ありがとうございました。

 
海の　空こ　拝
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